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胃潰瘍に対するSU-88(ソファルコン)とシメチジンの併用療法 
―その有用性の検討―
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胃潰傷に対するSU-88（ソーファルコン）

とシメチジンの併用療法

－その有用性の検討一
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も優れたＳＵ－８８（ソファルコン）を潰傷治療

薬を目的に開発した')◎

ＳＵ－８８は図１のような構造式を有し，種交

の実験漬傷において，明らかに抗潰傷作用のあ

ることが確認されている。その作用機序とし

て，①胃の組織血流量の増加2)，②胃粘膜血管

拡張3)，③胃組織の酸素消費量の増加4〕，④胃

粘膜の修復促進5~8)，⑤胃粘液成分の生合成促

進8)，⑥胃粘膜保護5~7,9〕，⑦胃組織内プロスタ

グランジン量の増加7,9,10)，⑧緩和な胃液分泌

抑制などの作用が認められており，いわば防御

因子の増強を主体とする薬である。

消化性潰傷の成因としては，つまるところ攻

はじめに

古くから中国において生薬山豆根が消化器疾

患の治療に用いられてきたが，その一種である

広豆根(sophorasubprostrataの根）にソフォラ

ジン（sophoradin）なる成分が含まれており，

これに抗潰傷作用のあることが大正製薬㈱の研

究所で見いだされた')。しかし，ソフォラジン

は抽出，あるいは合成収率が悪く，また化学的

にも不安定であった。そこで，ソフォラジン類

縁のイソプレニルカルコン類を多数合成し，そ

の中から抗潰傷作用に対する有効性，さらに薬

としての安全性や，化学的安定性の面などで最

Evaluati⑧ｎｏｆｉｔｓＥ錠ctiveness⑥ｆＳＵ－８８（Sofalcone）withCimetidineonGastricU1cer

KazuoMizushimaetaﾉ.：３rdDepartmentoflnternalMedicine，AsahikawaMedicalSchool
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２ﾉーCarboxymethoxy-4,4'一bis（3-methyl-2-butenyloxy）chalcone

図１ＳＵ－８８の構造式と化学名
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表５内視鏡所見からゑた効果

著明改善｜改善｜軽度改善｜不変・悪化’計

１６

(80.0％）

１

(5.0％）

表６総合判定

３

(15.0％）

０ 2０

著効｜有効｜やや有効｜無効・悪化’計

１６

(80.0％）

表７有用性判定

１

(5.0％）

３

(15.0％）

０ 2０

極めて有用｜有用｜やや有用峠溌も|有用性なし｜計
１６

(76.2％）

１

(4.8％）

２

(9.5％）

２

(9.5％）

０ 2１

４週後で85.4％に症状の消失をゑている。
Ｈ１考按

ＳＵ－８８単独投与の他の報告''~'5)では’４週後

ＳＵ－８８は主として防御因子増強型の漬湯治で75～85％の消失率となっており，ほぼ同様の

療薬として，臨床的にその有用性が報告されて成績であった。シメチジン単独投与の報告16~18）

いる11~15)。 では，２週後で85％前後，４週後で90％前後の

そこで今回ＳＵ－８８と，攻撃因子抑制型の代’ものが多く，今回の成績はそれに比較するとや

表的な抗潰傷薬であるシメチジンとの併用療法や劣り，特に２週後までの投与後早い時期の消

につき，その有用性を検討してふた。そのぎっ失率があまり良くなかった。ただ，改善率では

かけは次のような理由による。すなわちｓｕｗａ「著明改善」８５％，「改善」５％で，両者を合わ

ら7)は，基礎的検討としてラットにアルコーノレせると90％という結果であった。

や0.6ＮＨＣｌを投与すると胃粘膜障害が生ずる一方，潰傷の経時的治癒率（累積治癒率）で

が,シメチジンにはこの病変の発生を抑制するは，４週後50％，６週後60％，８週後で80％と

作用，つまりcytoprotectiveな作用はないとしいう成績であった。これはＳＵ－８８単独投与に

ている。しかし，ＳＵ－８８をシメチジンと同時による治癒率'１~'5)が，４週後で25～30％’８週後

投与すると，明らかにこの抑制が認められるとで55～60％前後であるのと比較すると明らかに

いい，その機序としてシメチジン投与による胃優れている。一方，シメチジン単独投与の成

粘膜内プロスタグランジンの低下をSU-88が績16~18)では，４週後で35～40％，８週後で７４

抑えるためであろうと述べ，したがってＳＵ－８８～83％となっており，この成績と比較しても同

とシメチジンの併用療法は，抗潰傷作用と等かやや優れている。したがって，ＳＵ－８８と

cytoprotectiveな作用が相まって有用な治療法シメチジンの併用療法は潰傷の治癒促進という

となろうと指摘しているからである。点では今回の検討結果からゑても理にかなった

実際にわれわれの治験において,自･他覚症状有用な治療法とゑてよいと思う。ただ，症例数

の成績を承ると,併用投与により２週後で50％，が20例と少ないので，はっきりした結論は今後
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